


地域コミュニティとは？
従来の町会や公民館、子ども会、老人クラブなどといった「地域で活動する団体」を繋げ、地域のさま
ざまな課題解決に向けて活動に取り組む協議体です。本市では地域コミュニティの設立・活動を推進
しています。地域コミュニティを設立することで、これまで個々では難しかったさまざまなことを計画
・実施することも可能になります。市内では、平成26年に３地区でスタートして以来、現在、19地区の
うち８地区が地域コミュニティを設立。各地域コミュニティでは、防犯・防災、福祉や健康づくり、生涯
学習や各種スポーツなど、幅広い分野にかかわる多くの団体が互いに連携して、より住みよい地域を
目指し自主的に活動しています。

新たな地域コミュニティの
取り組みについて

近年の急速な少子高齢化や人口減少、地域での支え合いの希薄化などにより、さまざまな地域課題が生じています。
そんな課題の解決に大きく寄与するのが新たな「地域コミュニティ」です。手と手を取り合い、力を合わせて歩んでいく、

市内地域コミュニティの個性豊かな取り組みを紹介します。

問市民協働推進課（内線217・218）

久
米
の
郷
住
み
良
い

地
域
を
つ
く
る
会

広
報
紙
を
通
じ
て
、
自
主
的
に
地
域
を
知
り
、

地
域
と
関
わ
る
「
興
味
づ
く
り
」

９
町
会
か
ら
成
る
久
米
地
区
で
設
立
。

久
米
小
す
ぐ
前
の
久
米
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
会
の
大
き
な
特
徴
が
、
年
3
回
発

行
す
る
広
報
紙
「
久
米
の
郷
」
の
編

集
体
制
。
各
町
会
の
副
町
会
長
が
編

集
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
、
積
極
的

に
制
作
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。「
単
な

る
活
動
報
告
だ
け
の
内
容
に
は
せ
ず
、

読
ん
だ
人
を
動
か
す
広
報
紙
づ
く
り
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
広
報
紙
づ
く
り
を
通
し

て
、「
地
域
に
興
味
を
持
ち
、
地
域
の

こ
と
を一緒
に
考
え
る
」
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
礎
も
築
い
て
い
ま
す
。

久
米
小
学
校
・
金
砂
郷
中
学
校
が
あ

る
同
地
域
な
ら
で
は
の
特
徴
と
し
て
、

学
校
を
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
小
学
校
で
は

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催

し
た
り
、
幼
稚
園
へ
の
手
作
り
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
設
置
な
ど
積
極
的
に
関
わ
り
を

持
っ
て
色
々
な
活
動
を一緒
に
行
っ
て
い

ま
す
」
と
同
会
の
斉
藤
会
長
。
交
流

セ
ン
タ
ー
は
児
童
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

み
ん
な
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
遊
び

場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域

全
体
を
巻
き
込
ん
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
環
境
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
11
月
20
日
ま
で
開
催
中
の
同
会

美
術
展
で
は
、
学
校
と
も
連
携
し
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
地
域
み
ん
な
の
作

品
を
展
示
中
。
地
域
の
三
世
代
で
ふ

れ
合
え
る
場
を
創
出
す
る
試
み
と
な

り
ま
し
た
。

Report 1

久米の郷住み良い地域をつくる会
会長　斉藤公男さん

地域コミュニティ活躍しすぎー！

特 集
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高
倉
地
域

づ
く
り
の
会

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
先
駆
け
、

「
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
場
所
に

水
府
地
区
北
部
の
高
倉
で
平
成
26
年

に
設
立
し
た
「
高
倉
地
域
づ
く
り
の

会
」
で
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
域
が
実
施
す
る
事
業
と
し
て
は
全

国
で
２
例
目
、
県
内
初
の
試
み
で
す
。

運
転
か
ら
予
約
、
車
両
管
理
ま
で
全

て
同
会
が
自
主
運
営
。
週
１
回
・
毎

週
火
曜
日
に
、
高
倉
地
域
内
の
予
約

者
の
自
宅
玄
関
ま
で
迎
え
に
行
き
、
水

府
地
区
内
の
目
的
地
玄
関
前
ま
で
運

ぶ
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
。
利
用
料
は
距

離
に
関
わ
ら
ず
１
回
３
０
０
円
で
す
。

「
当
初
は
〝
利
用
す
る
人
な
ん
て
い
る

の
か
〞
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
利
用
者
が
増
え
通
院
や
買
い

物
な
ど
便
利
に
使
っ
て
も
ら
え
て
い
ま

す
」
と
同
会
会
長
の
井
上
さ
ん
。
特

に
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
が
「
大
変
あ
り
が
た

く
、時
間
も
有
効
に
使
え
る
」
と
好
評
。

ま
た
、
運
転
も
予
約
窓
口
も
利
用
者

も
み
ん
な
「
顔
見
知
り
」
だ
か
ら
安

心
し
て
使
え
る
こ
と
も
利
点
と
言
い
ま

す
。「
同
乗
者
と
色
々
話
せ
ま
す
し
、

顔
を
見
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
安
否

確
認
に
も
な
り
ま
す
」。
今
後
の
課
題

は
、
運
転
手
の
確
保
と
運
行
管
理
。

特
に
運
転
手
の
確
保
は
サ
ー
ビ
ス
継
続

の
た
め
至
上
命
題
で
す
。

今
で
は
「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
な
ん
て
、
高
倉
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
旧
来
で
は
叶
わ

な
か
っ
た
可
能
性
を
広
げ
る
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。

Report 3

高倉地域づくりの会　会長
井上幸則さん

賀
美
を

愛
す
る
会

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
エ
ゴ
マ
を
栽
培
、

地
域
の
笑
顔
と
健
康
を
つ
く
る
場
所

折
橋
・
小
菅
・
上
深
荻
大
菅
の
各
町

会
と
関
連
団
体
で
構
成
す
る
「
賀
美

を
愛
す
る
会
」。
設
立
に
至
る
ま
で
に

は
「
上
か
ら
目
線
で
押
し
付
け
ず
、

な
る
べ
く
多
く
の
住
民
で
話
し
合
い
た

い
」
と
何
度
も
会
議
を
重
ね
た
と
同

会
の
田
所
会
長
。「
賀
美
を
愛
す
る
会
」

と
い
う
名
前
も
公
募
で
決
め
た
そ
う
。

賀
美
地
区
の
地
域
や
家
族
の
絆
を
深

め
る
た
め
に
、
人
が
集
ま
る
場
所
を

作
ろ
う
と
行
事
を
計
画
。
平
成
30
年

に
は
盆
踊
り
等
を
主
体
に
し
た
賀
美
ま

つ
り
、
令
和
元
年
度
に
は
賀
美
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
し
て
運
動
会
や
農
産
物
品

評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
で
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
」と
い
う
目
的
の
通
り
、

賀
美
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
３
０
０
人
が

集
い
盛
況
。「
自
分
た
ち
で
計
画
・
実

行
す
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、
当
日
は
み

ん
な
笑
顔
。
こ
れ
が
見
た
く
て
ね
」
と

笑
う
田
所
会
長
。
今
後
も
、
地
域
交

流
の
場
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
話
し

ま
す
。

ま
た
、
賀
美
地
区
で
は
有
志
で
「
里

美
エ
ゴ
マ
栽
培
愛
好
会
」
を
設
立
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
て
耕
作
放
棄
地

を
利
用
し
エ
ゴ
マ
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
賀
美
の
人
は
す
ご
く
働
き
者
。

身
体
を
動
か
す
の
は
健
康
に
も
良
い
と

み
ん
な
栽
培
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
」

と
会
長
。
エ
ゴ
マ
油
は
健
康
に
良
い
と

話
題
。
同
会
で
も
エ
ゴ
マ
油
の
商
品
化

を
目
指
し
て
お
り
、
地
域
活
動
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Report 2

賀美を愛する会　会長
田所美朗さん

今後も
地域交流の場を
設けていきます。

安心して使える
外出支援サービスを

提供します。
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市内地域コミュニティの活動について
前項で紹介した3団体のほか、市内5団体よりコミュニティについてコメントを寄せていただきました。今年はこれまでに
ない状況下での活動を余儀なくされていますが、それぞれの地域が結びつきを強固に前へ進んでいます。

小
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

会
長
　
高
星
隆
夫

今
年
度
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
高
星
と
申

し
ま
す
。
小
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
は
６
町
会
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
町
会
長
始
め
各
種
団
体
の
代

表
者
等
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

会
の
発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
今

年
度
の
会
議
や
行
事
は
、
延
期
や
中
止
ま
た
は
計

画
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
年
度
当
初
の
役

員
会
や
総
会
に
お
い
て
は
書
面
表
決
を
行
い
、
年

度
計
画
の
内
、
三
密
を
回
避
で
き
な
い
屋
内
行
事

や
バ
ス
利
用
の
行
事
お
よ
び
大
人
数
の
行
事
に
つ
い

て
は
中
止
す
る
こ
と
と
し
、
後
期
事
業
も
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
当
地
区
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
高

齢
者
や
高
齢
夫
婦
の
世
帯
が
大
半
で
あ
り
、
昨
年

の
台
風
19
号
の
避
難
行
動
に
混
乱
が
生
じ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
地
元
の
防
災
対
策
、
避
難
時
の
対
処

な
ど
に
つ
い
て
、
町
会
長
の
皆
さ
ん
と
協
調
し
研
修

等
を
重
ね
な
け
れ
ば
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
金
郷

会
長
　
堆
勝一

一昨
年
の
設
立
か
ら
二
年
経
過
し
ま
し
た
。
計
画
し

た
主
な
事
業
は
、
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
と
し
て
の

「
花
壇
整
備
」、
地
区
民
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
を
図

る「
健
康
教
室・球
技
大
会
」等
、地
域
愛
を
育
む「
歴

史
教
室
」、安
全・安
心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の「
総

合
防
災
訓
練
」、
地
元
産
の
素
材
を
活
用
し
た
料
理

教
室
「
ピ
ザ
焼
き
・
そ
ば
打
ち
」
や
日
本
の
文
化
・

科
学
技
術
等
を
学
ぶ
「
視
察
研
修
」、
そ
し
て
「
広

報
誌
発
行
」
等
で
す
。
そ
の
中
で
、
健
康
教
室
、
球

技
大
会
、
総
合
防
災
訓
練
、
料
理
教
室
、
視
察
研

修
を
感
染
症
予
防
対
策
の
観
点
か
ら
中
止
に
い
た
し

ま
し
た
。

課
題
と
し
て
は
、
地
域
課
題
や
地
区
民
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
事
業
計
画
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
道
筋
の
作
成
等
の
他
、
感

染
症
が
収
束
し
な
い
中
で
、
安
全
・
安
心
を
確
保
し

て
い
か
に一つ一つ
の
事
業
を
展
開
す
る
か
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
今
回
実
施
す
る
歴
史
教
室
が
そ
の
第一歩

で
あ
り
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
実
施

可
能
な
事
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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天
下
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ会

長
　
小
川
守

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
最

中
、
会
長
に
就
き
ま
し
た
。
今
後
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
、
役
員
会
・
協
力
員
会
議
で
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

三
密
の
回
避
が
図
れ
る
野
外
事
業
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
な
ら
ば
実
施
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
現
に
老
人
会
等
で
は
15
人
前
後

の
人
数
で
毎
週
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
る

経
過
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
恐
怖
で
、
地
域
全
体
が
委

縮
し
活
気
を
失
い
つ
つ
あ
る
状
況
下
、
地
域
住
民
の

親
睦
と
健
康
増
進
に
も
な
る
だ
ろ
う
し
、
な
に
よ
り

も
み
ん
な
の
元
気
な
姿
を
確
認
し
あ
え
る
機
会
に
な

る
だ
ろ
う
と
の
意
見
で
、
11
月
に
開
催
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

天
下
野
地
区
は
、
年
々
少
子
高
齢
化
が
進
み
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
事
業
活
動
等
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
の
が
頭

の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
ど

の
よ
う
な
形
の
事
業
活
動
が
で
き
る
か
、
地
域
住
民

の
方
々
の
ご
意
見
を
賜
り
、
役
員
会
・
協
力
員
会
議

で
し
っ
か
り
協
議
し
、実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

染
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ会

長
　
豊
田
正
名

染
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
令
和
元
年
７
月
28
日
に

設
立
し
ま
し
た
。
染
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の

実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
は
令
和
２
年
度
か
ら
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
か
ら
上
期
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
が
中
止

の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
下
期
は
、
感
染
予
防
対

策
を
講
じ
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
心
に

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
染
和
田
地
区
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
が
進
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
の
よ

う
に
維
持
・
発
展
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
従
来
の
公
民
館
活
動
に
加
え
、
防
災

や
福
祉
活
動
な
ど
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
代
に
即
し
た
運
営
方
法
を
模

索
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
長
　
小
林
正
典

山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
今
年
６
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
、
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
組
織
で
す
。

設
立
準
備
会
の
当
初
、
半
世
紀
以
上
前
の
先
人
が

確
立
し
て
く
れ
た
公
民
館
を
廃
止
し
、
新
た
な
組

織
が
今
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
疑
問
や
拒
否
反
応
的

な
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
合
を
重

ね
議
論
が
深
ま
る
中
で
、
社
会
教
育
法
の
趣
旨
に

限
定
さ
れ
た
公
民
館
活
動
の
範
囲
を
超
え
た
、
多

種
多
様
な
問
題
や
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。

意
見
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
広
範
囲
な
問

題
を
先
送
り
し
な
い
た
め
に
は
、
公
序
良
俗
に
反

し
な
い
限
り
自
由
に
活
動
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
設
立
が
必
須
で
あ
る
と
の
結
論
に
い
た
り
ま
し

た
。

新
た
に
生
ま
れ
た
新
組
織
が
、
公
民
館
同
様
、
何

年
か
先
の
人
々
に
、
さ
ら
に
自
由
な
活
動
が
可
能

な
ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
基
礎
を
作
っ
て

く
れ
た
と
喜
ば
れ
る
よ
う
、
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発

展
の
た
め
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存

で
す
。

市民協働推進課では、地域コミュニティの活動や設立に対する支援を行っており、
太田地区では地域コミュニティの設立に向けて話し合いを続けています。
地域コミュニティの活動について興味のある方は市民協働推進課までお気軽にお問い合わせください。
また、市内における市民活動の情報やまちづくり事業等については「常陸太田市民活動ネット」で知ることができます。
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９
月
30
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
条
例

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
77
人
・
３
団
体
の

方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
状
・
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略
・
順
不
同

【
自
治
功
労
表
彰
】

◆
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
：
稲
田
昌
孝（
西
三
町
）

【一般
表
彰
】

❶
地
方
自
治
の
進
展

◆
多
年
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
黒
羽
清（
高
柿
町
）

◆
多
年
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力
：
平
井
克
子
（
天
神
林
町
）

／
佐
川
榮一（
町
屋
町
）
／
茅
根
泰
（
中
利

員
町
）／
五
十
嵐
馨（
松
平
町
）／
茅
根
猛

（
芦
間
町
）／
齋
藤
軍一（
大
平
町
）／
小
林

宏
平（
馬
場
町
）／
篠
原
久
美
子（
谷
河
原

町
）
／
森
康
昭
（
常
福
地
町
）
／
大
内
昭

（
島
町
）／
小
林一久（
瑞
龍
町
）

❷
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
多
年
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
：
井
上
久
夫
（
下

高
倉
町
）
／
鈴
木一（
折
橋
町
）
／
藤
田
洋

子
（
小
菅
町
）
／
森
山
美
惠
子
（
上
河
合

町
）／
福
田
幸
子（
大
森
町
）

◆
多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
：
手
話
サ
ー
ク

ル
サ
フ
ラ
ン（
亀
作
町
）／
サ
ロ
ン
お
た
が

い
さ
ま（
磯
部
町
）／
お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
え
が
お（
大
里
町
）

❸
治
安
の
維
持
、災
害
防
止  

◆
多
年
消
防
団
活
動
を
と
お
し
て
地
域
防

災
に
尽
力
：
小
山
廣（
町
屋
町
）／
吉
澤一

徳（
東
染
町
）／
荷
見
好
嗣（
里
川
町
）

【
感
謝
状
】

❶
地
方
自
治
の
進
展

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
と
し
て
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
発
展
に
尽
力
：
須
藤

保
弘（
下
利
員
町
）／
渡
邊
安
彦（
天
下
野

町
）

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽

力
：
室
井
保
二
（
中
城
町
）
／
小
薗
壽
嗣

（
花
房
町
）／
森
右
博（
馬
場
町
）／
根
本

克
之（
薬
谷
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力
：
富
永
秀
夫（
馬
場
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
清
水
均
（
天
神
林
町
）
／
茅
根

隆（
芦
間
町
）
／
小
林
英
雄
（
下
高
倉
町
）

／
金
沢
忠
行
（
谷
河
原
町
）
／
菊
池
武
利

（
天
下
野
町
）／
鈴
木
三
夫（
増
井
町
）／

河
井
正
義（
東
染
町
）／
根
本
宏
見（
西
河

内
中
町
）／
大
畠
重
夫（
三
才
町
）／
石
川

均（
国
安
町
）／
大
内
道
弘（
内
田
町
）／

稲
川
勝
久（
上
河
合
町
）／
石
井
正
和（
久

米
町
）／
和
田
勝
夫（
中
染
町
）／
平
根
光

（
松
平
町
）

❷
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
：
大
須
賀
克
己
（
東
二

町
）／
横
山
節
子（
寿
町
）／
生
田
目
恭
子

（
幡
町
）／
田
村
俊
男（
亀
作
町
）／
小
林

隆
男
（
天
下
野
町
）
／
高
星
隆
夫
（
小
中

町
）／
髙
倉
好
文（
小
妻
町
）／
大
津
義
美

（
幡
町
）／
小
田
部
ヨ
シ
子（
岡
田
町
）／
山

田
英
子（
下
河
合
町
）／
中
村
光
子（
磯
部

町
）／
助
川
聡
子（
馬
場
町
）／
増
子
光
昭

（
茅
根
町
）／
深
澤
菊一（
西
河
内
上
町
）／

石
井
智
恵
子（
久
米
町
）／
茅
根
克
輔（
芦

間
町
）／
澤
畑
仁
子（
松
栄
町
）／
綿
引
俊

子（
中
野
町
）／
大
串
睦
美（
高
柿
町
）／

富
山
美
代
子（
箕
町
）／
富
田
雅
弘（
上
利

員
町
）／
平
山
義
光（
棚
谷
町
）／
後
藤
弘

一郎（
国
安
町
）／　
澤
久
美
子（
中
染
町
）

／
小
林
敏
子
（
下
高
倉
町
）
／
井
上
幸
則

（
下
高
倉
町
）／
藤
田
謙一（
上
高
倉
町
）／

生
熊
美
智
子（
大
中
町
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力
：
安
西
典
子（
上
宮
河
内
町
）

❸
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上 

◆
公
民
館
長
と
し
て
社
会
教
育
の
充
実
に

尽
力：森
山
勝一（
上
河
合
町
）／
森一史（
町

屋
町
）

◆
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教
育
の
充

実
に
尽
力
：
黒
澤
貴
子（
白
羽
町
）／
豊
田

洋
子（
小
妻
町
）／
佐
川
悦
子（
折
橋
町
）

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

おめでとうございます
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防
犯
功
労
者

（
防
犯
栄
誉
金
章
）表
彰

おめでとうございます

大山病院：
袴塚 直子さん

ひたち太田家庭医療診療所：
片岡 恵さん

（左から）教育長、木村さん、生天目さん、市長、野田さん、西野さん

西山堂病院：
江畑 智登さん

県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
で
入
賞

9
月
24
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
た
令
和
２

年
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大
会
で
、関

根
敬
純
さ
ん
（
東
連
地
町
）
が
防
犯
功
労

者
（
防
犯
栄
誉
金
章
）
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
関
根
さ
ん
が
長
年
に
わ

た
り
地
域
安
全
活
動
に
尽
力
し
、安
全
で

安
心
な
街
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

救
急
の
日
お
よ
び
救
急
医
療
週
間
に
あ

た
り
、
長
き
に
わ
た
り
救
急
医
療
現
場
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
次
の
方
々
に
対
し
、
消

防
本
部
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
月
１
・
２
日
に
笠
松
運
動
公
園
で
県

中
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部

が
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し

た
。

◆
共
通
男
子
３
０
０
０ｍ：

１
位 

生
天
目
温
さ
ん（
金
砂
郷
中
２
年
）

２
位 

木
村
駿
太
さ
ん（
太
田
中
２
年
）

◆
共
通
男
子
走
高
跳
：

５
位 

西
野
心
陽
さ
ん（
金
砂
郷
中
２
年
）

◆
男
子
１
年
１
０
０ｍ

４
位 

野
田
奏
さ
ん（
金
砂
郷
中
１
年
）

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

和
田
実
花
さ
ん
（
機
初
小
２
年
）
の
作
品

「
つ
か
れ
て
も
た
の
し
い
！
ひ
さ
し
ぶ
り

の
学
校
〜
休
み
の
間
ど
う
し
て
い
た
？

〜
」
が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。和

田
さ
ん
は
、「
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
賞
を
も
ら
え
て
嬉
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
知
事
賞

救
急
医
療
功
労
者
を
表
彰

救急医療
功労者

表彰
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10
月
15
日
、
市
内
中
学
校
の
給
食
で
、
茨
城
を
代
表
す
る

ブ
ラ
ン
ド
牛
「
常
陸
牛
」
を
使
用
し
た
牛
丼
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
常
陸
牛
を
使
っ
た
牛
丼
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
打
撃
を
受
け
た
肉
用
牛
農
家
の
経
営
安
定

と
県
産
和
牛
の
消
費
拡
大
を
図
る
県
の
事
業
を
活
用
し
た

も
の
で
、
普
段
の
給
食
で
は
味
わ
え
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
肉
質
が
き
め
細
や
か
で
柔
ら
か
く
風
味
豊

か
な
牛
丼
を
、
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ご
は
ん
に
乗
せ
て
味

わ
い
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

9
月
25
日
、
常
陸
太
田
市
明
日
の
森
林

を
考
え
る
会
が
森
林
環
境
譲
与
税
の
使

途
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
7
月
に

開
催
さ
れ
た
若
手
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
取
り

組
む
事
業
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
等
に
つ
い
て
協
議

給
食
で
常
陸
牛
の
牛
丼
に
舌
鼓

幸
久
幼
稚
園
児
が
芋
掘
り

TOPICS

10
月
20
日
、
幸
久
幼
稚
園
の
年
長
児
が
さ
つ
ま
芋
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
採
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
大
き
な
お
芋
が
採
れ
て
嬉

し
い
」
と
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
大
事
に
抱
え
ま
し
た
。
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10
月
11
日
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
で
第

1
回
う
ま
い
も
ん
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
市
内
の
飲
食
店
な
ど
８
店
が

参
加
し
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
販
売
。

多
く
の
来
場
者
が
立
ち
寄
り
、
賑
わ
い
ま

し
た
。

9
月
26
日
、
松
栄
町
会
・
松
栄
子
供
会
・

松
栄
大
わ
ら
じ
保
存
会
が
参
加
し
、
田
ん

ぼ
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

方
は
、
お
だ
掛
け
な
ど
の
作
業
に
楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
収
穫
し

た
も
ち
米
は
、
松
栄
子
供
会
が
12
月
に
餅

を
つ
い
て
鏡
餅
と
し
、
鎌
倉
の
大
仏
で
知

ら
れ
る
高
徳
院
に
奉
納
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
台
風
第
19
号
の
際
の
支
援
活
動
に

感
謝
を
込
め
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

約
1
5
0
㎏
の
も
ち
米
を
寄
贈
し
ま
し

た
。 も

ち
米
を
収
穫

第
2
代
ひ
た
ち
お
お
た
ス
マ
イ
ル
メ
イ
ツ
を
紹
介

10
月
１
日
、「
第
２
代
ひ
た
ち
お
お
た
ス
マ
イ
ル
メ
イ
ツ
」
の
３
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。「
ひ
た
ち
お
お
た
ス
マ
イ
ル
メ
イ
ツ
」
と
は
、
市
の
観
光
や
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
観

光
大
使
と
し
て
活
動
す
る
方
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
２
年
間
活
動
し
ま
す
。　

山口麻理子さん荻津由美さん栗原和さん

う
ま
い
も
ん
市
が
開
催

のどか



令和元年度決算の概要

市の
財政は

大丈夫？

■ 財政力指数　0.41
標準的な行政サービスをするためのお金
を、自ら賄える割合
＊県内32市中32位（県内市平均0.72）

■ 経常収支比率　91.3％
市債の返済など義務的な経費に、市税など
経常的な財源が充てられる割合
＊県内32市中22位（県内市平均 92.6％）

＊これらの基準を超えると健全化に向けた取り組みが必要になります。

■ 健全化判断比率等（令和元年度決算）

12.80%

17.80%

早期健全化基準＊

25.0%

350.0%

20.0%
（経営健全化基準＊）

今後の
見通しは？

人口減少などにより、市税の増収は見込めない中で、高齢化に伴う医療や福祉な
どにかかるお金、施設の老朽化に伴う維持・更新、道路の整備などにかかるお金な
どが増える見込みです。限られた財源を効率的・効果的に活用していく必要があ
ります。

歳入増はあまり見込めず、節約が必要です

実質赤字比率

指標 内容

連結実質赤字比率

一般会計における赤字の割合 赤字なし

赤字なし

常陸太田市

一般会計のほか、
特別・企業会計も含めた

全会計の赤字の割合

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

1.9％

該当なし

資金不足なし

年間の借金返済額の割合

将来に負担が見込まれる負債
（借金）の割合

公営企業の資金不足額を表す
割合

今のところ健全に運営していますが、決して余裕があるとは
言えません
自治体の財政状況を示す「健全化判断比率等」は健全な数値ですが、市税などの自
主財源が少なく、地方交付税や国県支出金などの依存財源に頼っている状況です。

お
財
布
事
情

お
財
布
事
情

市
で
は
毎
年
２
回
、財
政
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
、市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。今
回
は
常
陸
太
田
市
の
令
和
元
年
度
決
算
の
概
要
と
令
和
2
年
度
予
算
の
執
行
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
課
財
政
係
（
内
線
３
１
８
・
３
１
９
）

市の貯金や
借金は？

貯金（基金）は微減、借金（市債）は年々減少

250

200

150

100

50

0

基金残高の推移

H27　 H28　 H29　 H30　  R1

181

　 

192

　 

190

　 

184

　 
174

　 

年度

億円
250

200

150

100

50

0

市債残高の推移

H27　 H28　 H29　 H30　  R1

212
　 

201
　 

193

　 

187

　 

184

年度

億円

市の一般会計に係る「貯金（基金）」の残高は、平成28年度から減少となり、前年度
と比べ9億6,911万円減りました。「借金（市債）」は年々着実に減少しており、前年度
より2億6,247万円減りました。今後も財政状況を考慮しながら運営していく必要
があります。

＊市債残高には上下水道事業分も含む
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令和元年度決算の概要

一般会計

歳入総額
268億490万円

歳出総額
250億3,781万円

17億6,709万円 黒字

歳入から歳出を引いた収支17億6,709万円のうち、12億840万円を令和2年度に
繰り越し、5億5,869万円を貯金しました。

自主財源
32.7％

依存財源
67.3％

市税
54億1,098万円

使用料・手数料など
10億7,173万円

繰越金　7億4,670万円

繰入金
14億2,033万円

財産収入　1億455万円

地方交付税
97億1,685万円

国県支出金
47億7,827万円

市債
20億7,937万円

その他
14億7,612万円

人件費
49億3,325万円

民生費
42億1,411万円

繰出金
22億7,603万円

公債費
23億5,137万円

教育費
27億248万円

土木費
26億1,190万円

その他
59億4,867万円

給与や報酬など

市民税・固定資産税
などの税金

人口減少により恒常
的な増加は期待でき
ない状況です。

国や県が必要と認め
た事業に対して配分

したお金

国民健康保険など、
他の会計へ

繰り出したお金

借りたお金の返済金

幼稚園や小・中学校、
図書館、公民館などに

かかったお金

道路などの
維持・整備に
かかったお金

ごみ処理、商業、農業、
観光、消防などに
かかったお金

人口や税収などに応
じて国から配分され

たお金
普通交付税の、合併
による特例措置は、
令和元年度で終了と

なりました。

医療や福祉に
かかったお金
・高齢者福祉
1億7,962万円

・障害者福祉
12億4,591万円

・児童福祉
15億9,470万円

施設や道路などを作
るときに借りたお金

11



令和元年度決算の概要

特別会計

△ 0.1％

平成30年度平均

すべての会計において、赤字は生じていません。

区分

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

被保険者数

一人当たり医療費

12,420人 12,921人

361,296円

＊各特別会計の歳出決算額には、委託費や事務的経費なども含まれて
いるため、被保険者数で割っても一人当たり医療費・給付費とは一致
しません。

379,403円

被保険者数

一人当たり医療費

18,848人

287,498円

被保険者数

一人当たり医療費

10,241人

841,353円

国民健康保険 介護保険

後期高齢者医療

58億1,160万円

7億695万円

59億5,938万円

△5.0％

2.0％

1.6％

56億4,926万円

7億451万円

58億7,435万円

△5.1％

2.0％

2.9％

歳入決算額 前年度比 歳出決算額 前年度比

平成30年度平均

18,700人

284,850円

令和元年度平均

合　　計 124億7,793万円 122億2,812万円△1.6％ △1.0％

令和元年度

上下水道事業決算の状況
令和元年度の決算は、全ての事業が黒字決算となりました。しかし、給水人口の減少に伴う水需要の減少などにより、
水道料金や下水道使用料だけでは事業経営が厳しいため、簡易水道事業や下水道事業等については、一般会計から
多くの補助金等を繰り入れて経営をしている状況です。

工業用水道事業

0 2 4 6 8 10 12

0 2 4 6 8 10 12

水道料金

5,036 万円

施設の管理、修繕のための費用

6,234 万円

減価償却費など

3,049 万円

施設の建設、更新のための費用：1,672 万円
借入金の返済：996万円

一般会計からの繰入金

2,443 万円

長期前受金戻入など

2,323 万円

借入金：240万円

収入

支出

留保資金による補填

1,996 万円

水道事業

0 50 100 150 200

0 50 100 150 200

水道料金

9億 7,823 万円

減価償却費など

5億 1,577 万円

施設の建設、更新のための費用

5億 458万円

借入金の返済

4億 8,799 万円

施設の管理、修繕のための費用

4億 6,387 万円

留保資金による補填

4億 9,817 万円

借入金

3億 2,280 万円

長期前受金戻入など：1億 4,327 万円
一般会計からの繰入金：8,162 万円

収入

支出

問上下水道総務課総務企画係（内線517・518）

令和元年度平均

平成30年度平均

10,208人

826,650円

令和元年度平均
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借入金（企業債）は、上下水道施設等の建設や更新などのために借り入れたものです。令和元年度末の残高は、対前年度比で4億6,443万円の減少
となりました。

下水道事業等（公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水、戸別合併処理浄化槽設置整備）

0 50 100 150 200 250 300

0 50 100 150 200 250

一般会計からの繰入金

9億 2,417 万円

減価償却費など

9億 3,220 万円

借入金の返済

7億 3,655 万円

施設の管理、修繕のための費用

4億 2,954 万円

施設の建設、更新のための費用：3億 5,057 万円

長期前受金戻入など

7億 6,853 万円

留保資金による補填

5億 9,048 万円

借入金：2億 360万円

収入

支出

下水道使用料

3億 9,071 万円

＊長期前受金戻入…固定資産を取得する際に交付された国の補助金等を、
　減価償却に併せて毎年度の収入として計上しているもの。

簡易水道事業

10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50

一般会計からの繰入金

1億 5,396 万円

減価償却費など

1億 8,090 万円

施設の管理、修繕のための費用

1億 4,324 万円

借入金の返済：7,001 万円
施設の建設、更新のための費用：6,333 万円

長期前受金戻入など

1億 2,051 万円

水道料金

1億 817万円

借入金：4,480 万円

収入

支出

留保資金による補填

5,558 万円

借入金の残高

53億 2,125 万円

水道事業 工業水道事業 簡易水道事業 下水道事業等

8,856 万円
8億 1,535 万円

78億 3,423 万円 水道事業 •••••••• 給水原価205円/㎥　供給単価207円/㎥
簡易水道事業 ••• 給水原価297円/㎥　供給単価155円/㎥
下水道事業等 ••• 汚水処理原価174円/㎥　使用料単価150円/㎥
＊ 給水原価…水道水1㎥当たり、どれだけの費用を要しているのかを表しています。
＊ 供給単価…水道水1㎥当たり、どれだけの収益を得ているのかを表しています。
＊ 汚水処理原価…汚水1㎥当たり、どれだけの費用を要しているのかを表しています。
＊ 使用料単価…汚水1㎥当たり、どれだけの収益を得ているのかを表しています。

令和2年度予算 
執行状況 今年度上半期の歳入・歳出等の状況をお知らせします。

【 一般会計 】 今年度の歳入歳出予算は、当初257億5,700万円でしたが、新型コロナウイルス感染症対策事業の追
加などを5月、6月、7月および9月の臨時・定例議会において補正をし、前年度からの繰越事業分とあわせた予算現額
は、350億1,491万円となっています。

【 特別会計 】 公営企業を除く3つの特別会計の歳入歳出予算は、当初122億5,695万円でしたが、新型コロナウイ
ルス感染症対策事業の追加などを6月、7月および9月の臨時・定例議会において補正をし、123億8,931万円となっ
ています。

執行状況（9月30日現在）の詳しい内容は次のページをご覧ください。
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市有財産
区分

土地

山林

建物

歳計現金

各種基金

有価証券

58億9,977万円

183億2,229万円

8,706万円

約581ha

約630ha

261,590㎡

内容 区分 内容

公営企業会計【水道事業】
区分

収益的
収入

支出

収入

支出
資本的

予算現額 執行額 執行率
12億434万円

11億8,643万円

2億1,578万円

7億1,421万円

5億5,184万円

3億4,627万円

0万円

4億1,915万円

45.8％

29.2％

0.0％

58.7％

区分

収益的
収入

支出

収入

支出
資本的

予算現額 執行額 執行率
1億739万円

1億645万円

1,888万円

3,102万円

3,261万円

3,485万円

0万円

1,769万円

30.4％

32.7％

0.0％

57.0％

【工業用水道事業】

【簡易水道事業】
区分

収益的
収入

支出

収入

支出
資本的

予算現額 執行額 執行率
3億5,069万円

3億4,712万円

1億3,043万円

1億7,014万円

6,166万円

8,488万円

450万円

9,498万円

17.6％

24.5％

3.5％

55.8％

区分

収益的
収入

支出

収入

支出
資本的

予算現額 執行額 執行率
18億6,939万円

15億6,942万円

12億8,053万円

16億2,793万円

2億2,178万円

3億1,929万円

7,670万円

10億1,161万円

11.9％

20.3％

6.0％

62.1％

【下水道事業等】

一般会計【歳入】
区分 予算現額

当初予算額
地方交付税

市税

市債

 国県支出金

その他

合計

89億8,300万円

52億6,099万円

25億4,770万円

47億3,059万円

42億3,472万円

257億5,700万円

5億5,823万円

△3,829万円

58億1,359万円

4億1,412万円

67億4,765万円

6億8,750万円

11億7,304万円

6億4,972万円

25億1,026万円

95億4,123万円

52億6,099万円

31億9,691万円

117億1,722万円

52億9,856万円

350億1,491万円

65億829万円

32億2,504万円

67億269万円

29億4,270万円

193億7,872万円

68.2%

61.3%

0.0%

57.2%

55.5%

55.3%

補正予算額 繰越額 計
収入済額 収入率

【歳出】一般会計
区分

予算現額
当初予算額

民生費

 公債費

 総務費

 土木費

 教育費

 衛生費

 災害復旧費

その他

合計

76億4,963万円

23億6,706万円

26億7,490万円

38億1,950万円

32億5,474万円

30億2,989万円

9,922万円

28億6,206万円

257億5,700万円

1億6,939万円

△1,464万円

57億4,609万円

3億2,591万円

2億4,591万円

5,693万円

2億1,806万円

67億4,765万円

10億2,806万円

1億2,242万円

200万円

12億8,601万円

7,177万円

25億1,026万円

78億1,902万円

23億5,242万円

84億2,099万円

51億7,347万円

36億2,307万円

30億8,882万円

13億8,523万円

31億5,189万円

350億1,491万円

32億4,955万円

11億1,825万円

61億3,174万円

７億2,335万円

10億5,269万円

4億7,839万円

5億2,008万円

11億2,154万円

143億9,559万円

41.6%

47.5%

72.8%

14.0%

29.1%

15.5%

37.5%

35.6%

41.1%

補正予算額 繰越額 計
支出済額 支出率

特別会計
区分

予算現額
当初予算額

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

合計

54億2,284万円

8億3,411万円

60億円

122億5,695万円

8,604万円

66万円

4,566万円

1億3,236万円

55億888万円

8億3,477万円

60億4,566万円

123億8,931万円

19億2,759万円

2億6,957万円

24億5,389万円

46億5,105万円

35.0%

32.3%

40.6%

37.5%

補正予算額 計
支出済額 支出率

21億2,622万円

2億8,876万円

31億5,272万円

55億6,770万円

38.6%

34.6%

52.1%

44.9%

収入済額 収入率
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